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?Zoshigaya has a block besed on prewar, therefore its urban structure is fragile. This is new 
typology of densely built wooden house area reanoveting houses with ﬁreprooﬁng.  Connecting 
the voids between houses by using expanted space of life, and switch to the life with the whole 
cul-de-sac. Reconsider relationship between negative space and architecture.
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１.はじめに
　住空間は生活のふるまいに溢れる。生活が拡張すると
き、ふるまいは壁を越え、私有空間と公共空間のあいだ
に進出する。袋小路や住宅同士のすきまなど、都市更新
の副産物であるネガティブスペースに見られる生活の拡
張。この領域は都市の骨格を担うことができるか。
２.雑司が谷二丁目
　木造密集市街地である雑司が谷二丁目は主に以下の３
つの層によって構成される。
木造密集市街地　雑司が谷二丁目
(1) 細分化された敷地
　敷地内での更新を繰り返し、小さな行き止まり（袋小
路）が多発したことで、小回りを繰り返しながら進むよ
うな街となった。
(2) 戦前を基盤とした街区
　関東大震災で大きな被害を受けなっかた雑司が谷の地
に多くの人が移り住んだ。第二次世界大戦後戦災復興区
画整理事業区域から外れ、戦前の基盤を中止とした市街
地の発展を遂げた。
(3) みずみち
　ゆるい谷地のため地下水の溜りの流れである「みずみ
ち」が多数存在し、町内にある井戸は小さなインフラで
ありながら生活に欠かせないものとなっている。
　集合住宅の更新は地域全体で行われており、それに伴
い集合住宅の居住者の入れ替わりは多い。集合住宅の建
設が進むことで、街並みや地域住民の交流に変化が見ら
　隣接する南池袋では密集した住宅地を持ちつつも、広
大な敷地の公共的な空間のある場所である。一方、雑司
が谷では密集した住宅地の連担する地域が残されてい
る。環状 5号線拡幅に伴い一部は整備が進んでいるが、
今後も密集市街地が継承されると考えられる。また木造
密集市街地では災害時の危険度が高いことから、スク
ラップアンドビルド型の改善対策が講じられてきた。特
に東京都心部での過密住居による危険度は軽減されたと
言えるが、その方法はコミュニティを大きく変える負担
があり、各町が長年かけて築き上げてきたものが壊され
ている。住環境の改善は市民自身の努力に任されたこと
により、従来の防災対策以外の方法での対応が可能な地
域であり、住宅の個別更新がまちを変えると考えられる。
　本設計では豊かな路地空間を持ちつつも脆弱な都市構
造の雑司が谷を、生活の拡張領域を用いて新しい都市構
造に再構築することを提案する。
３.再構築の手がかり
(1) 接続
雑司が谷二丁目には「雑二ストアー」と呼ばれる、小さ
なアーケードがある。これはお互いの建物の隙間を共有
しながら街区を横断する小さな接続空間である。
れる。新たな集合住宅の増加により、典型的な希薄な近
隣関係のコミュニティが形成されかねない。
また、雑司が谷には未接道住宅が多数残る地域であるが、
それらと道路・袋小路袋との接続関係も住宅の裏を通り
抜けたり、隣接する住宅の庭を通りアクセスするなど非
日本の住環境では、生活に必要な都市基盤である街路や
公園、公共施設などは行政が担当し、継続的な周辺住民
の管理意識は低い。一方、生活の質を左右する景観であ
る外構や住宅デザイン、溢れ出しなどは住民の自発性に
任され、半径 200〜500m の生活圏内の緑地については管
理意識、継続性は高くなる。生活の拡張領域は住民が主
体となって管理されるため、継続性を持って維持される。
(3) 袋小路とその共同体
　雑司が谷二丁目内には 44 箇所の袋小路が存在し、185
軒の建物がそれらに所属する。袋小路は複数の家族が共
有するネガティブスーペースであるが、現状は住宅自体
が袋小路に対し閉ざしている。道路的空間であるが、共
有の中庭的感覚での利用の可能性があり、コミュニティ
の形成にも期待ができる。また、同じネガティブスペー
スを限られた人々が日々共有することで、家族と都市住
民の間の中間集団として袋小路の共同体は存在する。顔
見知りかつ住民の入れ替わりにより、世代も幅広く含む。
常に興味深い。通路空間ではあるが、近隣住民と互い
に顔を合わせる場となっている。
(2) 生活の拡張
　住宅地に路地や隙間があることで誘発されるコミュ
ニケーションがあり、視線が通る路地や隙間に、選択
や作業のためなどに出ていられる小さな自分の場所を
持つことは近隣とのコミュニケーションを助ける。ま
た拡張領域をより生活空間の一部として利用すること
が隣近所とのコミュニティ形成に繋がりうる。
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４.操作
(1) 操作対象の選択
　雑司が谷二丁目の中でも特に延焼危険度の高い地域の
中から、多層地域評価マップを用いて対象街区を選定し
た。
(2) 操作スケール
　XS: しつらえ (0.5〜10 年 )
生活の拡張領域は防火層であり、CFT 構造の柱・スラブ、
防火ガラス、耐火屋根、地下貯水によって構成される。
　S: 建築 (20〜30 年 )
隣接する住宅に干渉しながら不燃化し、生活の拡張領域
は袋小路内に分散した住宅の機能を行き来する接続空間
となる。
　M: 袋小路 (30〜50 年 )
　操作を加えた住宅が連なることで袋小路の襞となり、
袋小路同士を接続する。
　L: 雑司が谷二丁目 (50〜100 年 )
　元の街並みの密度感は変わらず、街を強化する。小さ
な骨を増やし、人の道となる新しい都市の骨格が出来上
がる。
５.設計
　袋小路の住宅の入退居時に操作を加える。操作対象の
住宅の一部を切断し、耐火構造に再構築することで、袋
小路の共同体の生活は一棟完結から多棟完結へと転換す
る。
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１階平面図
断面図
　生活の拡張領域は小さな共同体のための小さなインフ
ラであり、それは都市の骨格を担う。
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